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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration B2B Integration の Messaging 
API を使用して XOCP プロ ト コル メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ンを開発する
方法について説明します。

注意 : Messaging API および XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic 
Integration の本リ リースよ り非推奨にな り ました。Messaging API および 
XOCP ビジネス  プロ ト コルの代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリ ケーシ ョ ンの開発」 で
は、 WebLogic Integration の eXtensible Open Collaboration Protocol （XOCP）
を使用してビジネス  メ ッセージを交換するアプリ ケーシ ョ ンの開発に必要な
手順について説明します。

� 第 2 章 「XOCP アプリ ケーシ ョ ンのプログラ ミング  ステップ」 では、 XOCP 
プロ ト コルを使用してビジネス  メ ッセージを交換するアプリ ケーシ ョ ンのプ
ログラ ミ ングに必要な手順について説明します。

� 第 3 章 「XOCP ビジネス  メ ッセージの送信」 では、 XOCP ビジネス メ ッ
セージを送信するための要件について説明します。

� 第 4 章 「XOCP ビジネス  メ ッセージの受信」 では、 XOCP ビジネス メ ッ
セージを受信するための要件について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Integration 環境を拡張する独立ソフ ト ウェア ベン
ダ （ISV） を対象と しています。 BEA WebLogic Integration のプラ ッ ト フォーム
および Java プログラ ミ ングに読者が精通しているこ と を前提と して書かれてい

ます。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示してくださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

次の WebLogic Integration マニュアルには、 WebLogic Integration の提供する  
B2B Integration 機能を使用したメ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンの記述方法を

理解するのに役立つ情報が含まれています。

� B2B Integration 管理ガイ ド

� B2B Integration 管理アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  ガイ ド

� B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド
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BEA WebLogic Integration および Java の詳細については、 WebLogic Integration 
マニュアル （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を参照して

ください。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク

は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA WebLogic Integration 2.1 サービス  パッ ク  1 
のドキュ メン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート

までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品

パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
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すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration メ ッセージング アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド xiii
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1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP 
アプリケーションの開発

注意 : Messaging API および XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic 
Integration の本リ リースよ り非推奨にな り ました。Messaging API および 
XOCP ビジネス  プロ ト コルの代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

eXtensible Open Collaboration Protocol （XOCP） は、 ビジネス  メ ッセージの交換
のために WebLogic Integration によって使用されるデフォル ト のビジネス  プロ ト
コルです。 この付録の ト ピッ クは以下のとおりです。

� はじめに

� 主要な概念

� XOCP アプリ ケーシ ョ ンの主要なタスク

� 実行時の情報フロー

はじめに

WebLogic Integration では、 XOCP プロ ト コルに基づく ト レーディ ング  パートナ
の会話を実装するために 2 つの方法が用意されています。

� WebLogic Integration Studio を使用して作成する  Business Process 
Management （BPM） 協調的ワークフローによる方法。 このワークフローは
会話でのロールを定義し、 ビジネス  メ ッセージが ト レーディ ング  パートナ
によってどのよ うに処理および交換されるかを指定します。 協調的ワークフ
ローの作成の詳細については、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参
照して ください。

� WebLogic Integration Messaging API を使用して作成する  XOCP アプリ ケー
シ ョ ンによる方法。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンでは、 ト レーディング  パートナ
B2B Integration メ ッセージング アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド 1-1



1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
のロールを実装し、 B2B エンジンと直接会話して会話を管理し、 ビジネス  
メ ッセージを適切に処理します。

このマニュアルでは、 ト レーディ ング  パートナ間の会話を処理および管理する  
XOCP アプリ ケーシ ョ ンの作成で Messaging API を使用する方法を説明します。

このマニュアルにあるコード例の多くは、 Messaging API の例から派生したもの
です。 詳細については、 『B2B Integration サンプルの使い方』 の 「Messaging API 
サンプル 」 を参照して ください。

注意 : 以前に XOCP アプリ ケーシ ョ ンの作成で使用されていた  C-Enabler API 
（WebLogic Integration リ リース 2.0 および WebLogic Collaborate 製品）は
非推奨になり ましたが、 依然と してサポート されています。 この非推奨
になった API を使用するアプリ ケーシ ョ ンを作成する方法の詳細につい
ては、 次の URL を参照して ください。

http://edocs.bea.com/wlintegration/v2_0/collaborate/devxocp/index.htm

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 WebLogic Integration リ リース 2.0 の 
WebLogic Collaborate C-Enabler API で作成されたものも含めて、 別個の 
Java 仮想マシン （JVM） で非永続モードで実行される必要があ り ます。
1-2 B2B Integration メ ッセージング アプリケーシ ョ ン プログラ ミング ガイ ド



主要な概念
主要な概念

この節では、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンに関連する以下の主要な概念を説明しま
す。

� XOCP アプリ ケーシ ョ ン

� Messaging API ク ラス  ライブラ リ

� XOCP ビジネス  メ ッセージおよびメ ッセージ エンベロープ

� 会話開始者と会話参加者

� 会話コーディネータ

� ト レーディング パートナの状態

� セキュアなメ ッセージング

XOCP アプリケーション

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 ユーザによって記述される  Java アプリ ケーシ ョ ン
です。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、 ハブ アンド  スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ンで
デプロイ される  WebLogic Integration ノードで実行されます。 このノードは、 会
話定義での特定のロールを実行するために  XOCP アプリ ケーシ ョ ン ク ラスを使
用します。 ハブ アンド  スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 ト レーディング 
パートナの XOCP アプリ ケーシ ョ ンが、 スポーク配信チャネル、 または B2B ス
ポーク と関連付けられます。 この XOCP アプリ ケーシ ョ ンによって、 ト レー
ディ ング  パートナはハブ配信チャネルでコンフ ィグレーシ ョ ンされた仲介機能
またはルーティ ング プロキシを使用して、 B2B スポークにいる他の ト レーディ
ング パートナと通信をするこ とができます。

ユーザ記述 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 以下のタスクを実行します。

� XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの作成およびシャ ッ ト ダウン

� 会話の開始または会話への参加

� 他の ト レーディ ング  パートナとの XOCP ビジネス メ ッセージの交換
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1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
� 会話の終了または会話からの退出

注意 : XOCP アプリ ケーシ ョ ン  ク ラスの完全な詳細については、 『BEA 
WebLogic Integration Javadoc』 の 
com.bea.b2b.protocol.xocp.application ク ラスを参照して くださ
い。

次の図は、 配信チャネル、 XOCP アプリ ケーシ ョ ン、 および XOCP アプリ ケー
シ ョ ンをホス トする  WebLogic Integration について可能な、 3 つのハブ アンド  ス
ポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンを示します。

図 1-1   可能なハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーション
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主要な概念
1 つの WebLogic Integration ノードは、 多数の XOCP アプリ ケーシ ョ ンをホス ト
できます。 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンで使用されるハブ アンド  スポーク配信チャ
ネルのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』
の 「コンフ ィ グレーシ ョ ン要件」 を参照して ください。

XOCP アプリケーション セッション

XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンによって、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンがコラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トおよび配信チャネルと関連付けられます。 XOCP 
アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンは、 ト レーディ ング  パートナと通信するためにア
プリ ケーシ ョ ンによって作成されます。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンのスコープは配
信チャネルによって区切られます。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 XOCP アプリ
ケーシ ョ ン ク ラスの getXOCPApplicationSession メ ソ ッ ドを呼び出して  
XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを作成します。

1 つの XOCP アプリ ケーシ ョ ンを複数の XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ン と
関連付ける こ とができるので、 アプ リ ケーシ ョ ンは複数の会話に同時に参加でき
ます。

Messaging API クラス ライブラリ

Messaging API ク ラス  ライブラ リは XOCP アプリ ケーシ ョ ン  ク ラスを含み、
XOCP ビジネス  メ ッセージを交換するための API を提供します。Messaging API 
に含まれるパッケージを、 次の表に示します。

表 1-1  Messaging API クラス ライブラリのパッケージ

パッケージ名 説明

com.bea.b2b.protocol.xocp.application XOCP アプ リケーシ ョ ンおよび XOCP 
アプ リ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンでの処理
に使用する。 このパッケージは、 ス

ポーク配信チャネルでコンフ ィグレー

シ ョ ンされた ト レーディング  パートナ
によって使用されるアプ リケーシ ョ ン

向けに設計されている。
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1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
これらのパッケージの詳細については、 WebLogic Integration マニュアルの
「BEA WebLogic Integration Javadoc」 を参照するか、 Windows システムでは、 [
スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic e-Business Platform | WebLogic 
Integration 2.1 | Javadocs] を選択して ください。

XOCP ビジネス メ ッセージおよびメ ッセージ エン
ベロープ

XOCP ビジネス  メ ッセージは、 XOCP 会話でのト レーディ ング  パートナ間で交
換される通信の基本単位です。 XOCP ビジネス  メ ッセージは、 Messaging API ク
ラス  ラ イブラ リでは com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessage 
ク ラスによって表されます。

メ ッセージ エンベロープは、 ビジネス  メ ッセージのコンテナです。 メ ッセージ 
エンベロープには、 送信側の情報 （送信側 URL など） および受信側の情報 （送

り先 URL など） が含まれています。 メ ッセージ エンベロープは、 Messaging 
API ク ラス  ラ イブラ リでは 
com.bea.b2b.protocol.messaging.MessageEnvelope ク ラスによって表され
ます。 ただし、 メ ッセージ  エンベロープにプログラム的にアクセスできるのは、
XOCP アプリ ケーシ ョ ンではな く、 ロジッ ク  プラグインのみです。 詳細につい
ては、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「ビジ
ネス  メ ッセージのルーテ ィングと フ ィルタ処理」 および 1-8 ページの 「メ ッセー
ジ エンベロープの情報フロー」 を参照して ください。

com.bea.b2b.protocol.xocp.conversation.local XOCP に基づく会話の処理に使用する。

com.bea.b2b.protocol.messaging 会話でのメ ッセージの処理に使用する。

com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging XOCP に基づく会話でのビジネス  メ ッ
セージの処理に使用する。

表 1-1  Messaging API クラス ライブラリのパッケージ （続き）

パッケージ名 説明
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XOCP ビジネス メ ッセージの図

次の図は、 メ ッセージ  エンベロープと  XOCP ビジネス  メ ッセージのコンポーネ
ン ト を示します。

図 1-2   XOCP ビジネス メ ッセージのコンポーネント

XOCP ビジネス メ ッセージのコンポーネン ト

XOCP ビジネス  メ ッセージは、マルチパート  MIME （Multipurpose Internet Mail 
Extensions） メ ッセージです。 XOCP ビジネス メ ッセージは、 以下のコンポーネ
ン ト からな り ます。

表 1-2  XOCP ビジネス メ ッセージのコンポーネント

コンポーネント 説明

メ ッセージ ヘッ
ダ

メ ッセージ属性。 送信側および受信側、 会話、 サービス品質などについての情報

を含んでいる。

ペイロード 1 つまたは複数のビジネス  ドキュ メ ン ト 、 1 つまたは複数の添付ファ イル、 ある
いはそれら両方の組み合わせのコンテナ。 ペイロード  コンポーネン トは、
Messaging API ク ラス  ラ イブラ リでは 
com.bea.b2b.protocol.messaging.PayloadPart インタフェースによって
表される。
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1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
メ ッセージ エンベロープの情報フロー

次の図は、 メ ッセージ  エンベロープが WebLogic Integration でどのよ うに処理さ
れるかの例を示します。

ビジネス  ドキュ
メ ン ト

ペイロードの XML ベースの部分にある  XML ファ イル。 Messaging API ク ラス  
ラ イブラ リでは com.bea.b2b.protocol.messaging.BusinessDocument ク
ラ スによって表される。

添付ファ イル ペイロードの XML ベースでない部分にある非 XML ファ イル。 内容はバイナリ。

Messaging API ク ラ ス  ラ イブラ リでは 
com.bea.b2b.protocol.messaging.Attachment ク ラスによって表される。

表 1-2  XOCP ビジネス メ ッセージのコンポーネント  （続き）

コンポーネント 説明
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図 1-3   WebLogic Integration でのメ ッセージ エンベロープの処理
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1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
メ ッセージ エンベロープの処理の流れは以下のとおりです。

1. ト レーディ ング パートナがビジネス  メ ッセージを作成して、 自身のスポーク
配信チャネルから仲介機能のハブ配信チャネルへ送信します。 このハブ配信
チャネルは、 送信側ト レーディ ング  パートナに配置された  B2B エンジン、
スタンドアロン マシン、または受信側ト レーディング  パートナに配置された  
B2B エンジンにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。図 1-1 を参照して ください。

2. ビジネス メ ッセージがハブ配信チャネルで受信されます。 B2B エンジンは、
ビジネス メ ッセージから特定の送信側情報および受信側情報を抽出した後
に、 メ ッセージ エンベロープでビジネス  メ ッセージをラ ップします。

3. XOCP ルータがビジネス  メ ッセージを処理し、 宛先の リ ス ト を検証および決
定します。

4. ルータは、 宛先の リ ス ト にある各宛先ごとに個別のメ ッセージ  エンベロープ
を作成し、 各メ ッセージ エンベロープにビジネス  メ ッセージの論理的なコ
ピーを挿入してから、 すべてのメ ッセージ エンベロープを  XOCP フ ィルタ
へ転送します。

図 1-3 に示されている例では、 ルータは 3 つの宛先に対する メ ッセージ  エン
ベロープを作成します。

5. XOCP フ ィルタ内では、 各受信側ト レーディ ング  パートナに適用されるフ ィ
ルタが各ビジネス  メ ッセージを評価して、 受信側へ送信すべきかを判定しま
す。 フ ィルタは、 送信すべき と判定されたメ ッセージを  B2B エンジンでの次
の処理ステップへ転送します。

図 1-3 では、 3 つのビジネス  メ ッセージがフ ィルタで評価されます。 2 つが
送信可、 1 つが送信不可と されています。

6. B2B エンジンは宛先を検証してから、 受信側ト レーディ ング  パートナへメ ッ
セージ  エンベロープ内のビジネス  メ ッセージを送信します。

7. 受信側ト レーディ ング  パートナがビジネス  メ ッセージを受信します。

会話開始者と会話参加者

どの XOCP 会話でも、 ト レーディ ング  パートナのロールには 2 つの種類があ り
ます。
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� 会話開始者は、 会話を作成し、 最初のビジネス  メ ッセージ （要求など） を  1 
つまたは複数の受信側ト レーディング  パートナへ送信する ト レーディ ング  
パートナです。 通常、 会話開始者は各ト レーディング  パートナからの応答を
待ち、 それ以降のビジネス  メ ッセージを交換します。 会話が完了したら、 会
話開始者は会話を終了します （会話がタイム  アウ ト になっていない場合）。

� 会話参加者は、 会話開始者から最初のビジネス  メ ッセージを受信したと きに
会話に追加された ト レーディ ング  パートナです。 通常、 会話参加者は会話開
始者へ応答を送信し、 必要に応じて、 それ以降のビジネス  メ ッセージを交換
する こ と もできます。 会話が完了したら、 会話参加者は会話から退出する
か、 会話が終了するまで待機します。

リポジ ト リ内の各会話定義には、 最低限これらのロールが両方と も含まれていま
す。 ト レーディ ング  パートナが、 関連する会話定義に関連付けられた会話を開
始または参加するには、 会話の適切なロールにサブスク ライブされている必要が
あ り ます。

通常、 会話の開始者は、 ト レーディ ング  パートナが登録されているロールに
よって決定されます。 たとえば、 GetQuote 会話では、 バイヤのロールに登録さ
れている ト レーディ ング  パートナが GetQuote 会話を開始するのが通例です。セ
ラーのロールに登録されている ト レーディ ング  パートナは、 GetQuote 会話では
会話参加者になるのが通例です。

次の図は、 会話開始者および会話参加者が実行するタスクの一部を示します。

図 1-4   会話開始者と会話参加者
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会話コーディネータ

WebLogic Integration では、 実行時に会話を管理する  2 種類の会話コーディネー
タがサポート されています。 グローバル会話コーディネータは B2B 仲介機能で
アクテ ィブな会話を管理し、 ローカル会話コーディネータは B2B スポーク と関
連付けられて、 グローバル会話コーディネータによるアクテ ィブな会話の管理を
ローカルに補助します。

次の図は、グローバル会話コーディネータおよびローカル会話コーディネータが 
WebLogic Integration アーキテクチャのどこで動作するかを示します。

図 1-5   グローバル会話コーディネータおよびローカル会話コーディネータ

グローバル会話コーディネータ

グローバル会話コーディネータは仲介機能と関連付けられたサービスで、 ハブ配
信チャネルでコンフ ィグレーシ ョ ンされます。グローバル会話コーディネータは 
XOCP のルールに従って会話のラ イフサイ クルを管理し、 複数の組織境界にまた
がる長期の恒久会話をサポート します。 グローバル会話コーディネータは、 アク
テ ィブな会話のリ ス ト を保持します。

グローバル会話コーディネータは、 以下のサービスを実行します。

� 会話での ト レーディング  パートナの追加と削除

� XOCP 会話終了プロ ト コルの実行

� 会話に関するステータス情報の保持

� ビジネス プロ ト コルの実行に対する対話コンテキス ト の提供
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ローカル会話コーディネータ

ローカル会話コーディネータは、 B2B スポーク と関連付けられているサービス
です。 ローカル会話コーディネータは、 ローカル ト レーディ ング パートナ （ス

ポーク配信チャネルでコンフ ィグレーシ ョ ンされたもの） が参加している会話を
管理し、 アクテ ィブな会話のリ ス ト を保持します。 各 XOCP アプリ ケーシ ョ ン 
セッシ ョ ンには、 個別のローカル会話コーディネータがあ り ます。

ローカル会話コーディネータは、 以下のタス クを実行します。

� 会話での最初のビジネス  メ ッセージを仲介機能から受信したと きに、 会話を
ローカルに追加する

� 会話終了のシステム  メ ッセージを仲介機能から受信したと きに、 会話をロー
カルに削除する

トレーディング パートナの状態

次の表は、 ト レーディング  パートナが XOCP アプ リ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンおよ
び会話参加に関連するタスクを実行する際に、 ト レーディ ング  パートナに関連
付けられる状態を説明します。

ト レーディング パートナの状態の一部は WebLogic Integration B2B Console に表
示されます。

表 1-3  ト レーディング パートナの状態

状態 説明

REGISTERED 接続された ト レーディング パートナは会話のロールに登録さ
れて、 会話を開始したり、 会話に参加した りする準備が整っ

ている。

ACTIVE 登録されている ト レーディング パートナは少な く と も  1 つの
会話に参加している （つま り、 ビジネス  メ ッセージを送信ま
たは受信している）。

DROPPEDOUT ト レーディング パートナは会話から退出している。
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セキュアなメ ッセージング

ト レーディ ング パートナ間の通信のセキュ リテ ィは Secure Sockets Layer （SSL）
を使用して確保されています。 ト レーディ ング  パートナ間でビジネス  メ ッセー
ジを交換できるよ うにする前に、 WebLogic Integration ノードは ト レーディング  
パートナの証明書を利用して各ト レーディ ング  パートナのアイデンティテ ィを
認証しなければな り ません。 ト レーディ ング パートナのアイデンティテ ィが認
証されれば、 ビジネス  メ ッセージはト レーディ ング  パートナの間で安全に交換
されます。 WebLogic Integration のセキュ リ テ ィの詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

XOCP アプリケーシ ョンの主要なタスク

この節では、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンで実行される主要なタスクについて説明し
ます。

� XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの作成

� 会話でのロールの登録

� ト レーディ ング パートナとの会話への関与

� XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンのシャッ ト ダウン

XOCP アプリケーショ ン セッショ ンの作成

ビジネス メ ッセージを交換する前に、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは ト レーディ ン
グ  パートナおよび関連する配信チャネルのための XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッ
シ ョ ンを作成する必要があ り ます。

ト レーディ ング パートナの XOCP アプリ ケーシ ョ ンが XOCP アプリ ケーシ ョ ン  
セッシ ョ ンを作成するには、 次の条件が満たされる必要があ り ます。

� 配信チャネルおよびト レーディ ング  パートナに関するコンフ ィグレーシ ョ ン
情報が、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト と関連付けられているハブおよび
スポーク配信チャネルの両方の WebLogic Integration リポジ ト リで定義され
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ている必要があ り ます。 詳細な情報については、 『B2B Integration 管理ガイ
ド』 の 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くださ
い。

� ト レーディング パートナは配信チャネルへのアクセスを認証されている必要
があ り ます。

注意 : スポーク配信チャネルと関連付けられた XOCP アプ リ ケーシ ョ ンをホス
トするマシンが、 ハブ配信チャネルと接続した後でク ラ ッシュした場合
でも、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは通常の起動時にハブ配信チャネルと再
接続できます。 以前の XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンは破棄され
て、 新しい XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンに新しい リ ソースが割 り
当てられます。 ただし、 スポーク配信チャネルと関連付けられたマシン
がダウンしている間、 仲介機能はビジネス  メ ッセージを配信できませ
ん。 配信されなかったビジネス  メ ッセージは、 再試行の回数を超過した
場合、 またはビジネス  メ ッセージや会話がタイム アウ ト した場合に破棄
されます。

ト レーディング パートナが他のト レーディ ング  パートナとのビジネス  メ ッセー
ジの交換を止める と きには、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが XOCP アプリ ケーシ ョ
ン セッシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンします。 詳細については 1-18 ページの 「XOCP 
アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンのシャ ッ ト ダウン」 を参照して ください。

会話でのロールの登録

XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンが作成されたら、 ト レーディ ング  パートナ
は、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トにバインド される会話型のメ ッセージ リ
スナを登録する必要があ り ます。 メ ッセージ リ スナは、 ト レーディング  パート
ナが会話にどのよ うに参加するかを定義する会話型に応じて登録される必要があ
り ます。

ロールの登録では、 ハブ配信チャネルと関連付けられている リ ポジ ト リの以下の
情報が必要です。

� 会話型－会話定義のサブセッ ト。 ト レーディ ング  パートナがサブスク ライブ
されている会話定義でのト レーディ ング  パートナのロールに基づいて、 ト
レーディ ング パートナの会話を定義します。

� メ ッセージ定義－順序付けされたメ ッセージ パートからな り ます。 1 つの
メ ッセージ パートは、 コンテンツ  タイプ （XML またはバイナ リ） の他に、
B2B Integration メ ッセージング アプリケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド 1-15



1 ビジネス メ ッセージ交換用 XOCP アプリケーシ ョ ンの開発
ドキュ メ ン ト定義を含むこ とができます。 あるパートのコンテンツ タイプが 
XML であれば、 そのパートにはドキュ メ ン ト定義が必要です。 バイナ リ  タ
イプであれば、 他に必要な情報はあ り ません。

これらの概念については、 『B2B Integration 入門』 の 「概要」 を参照して くださ
い。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの会話型に応じた メ ッセージ  リ スナを登録す
る前に、 ト レーディング  パートナは最初に登録するための認証を受ける必要が
あ り ます。 認証は、 仲介機能の管理者によってコンフ ィグレーシ ョ ンされ、 ト
レーディング パートナが会話定義のどのロールにサブスク ライブしているかに
基づいています。

XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンでコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの特定
の会話型へのメ ッセージ リ スナの登録が試みられる と、 スポーク配信チャネル
は仲介機能へ XOCP システム メ ッセージ （会話への登録） を送信します。 仲介
機能は、 関連付けられた配信チャネルで要求される会話型について ト レーディン
グ  パートナのロールを検証します。 登録が有効であれば、 以後 ト レーディ ング  
パートナは登録された会話型と関連付けられている会話について開始および参加
ができます。 この時点で、 ト レーディ ング パートナは REGISTERED 状態にな り、
会話について開始または参加をする準備が整います。

ト レーディング パートナとの会話への関与

会話のロールに登録されたら、 ト レーディ ング  パートナは自身のロールに従っ
て会話に関与できます。 会話の開始および参加は、 仲介機能それ自体の上で発生
します。 ただし、 XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンは、 自身が関係している
会話の状態に関する情報の一部を保守します。

会話開始者 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンおよび会話参加者 XOCP アプリ ケーシ ョ ン
は、 非常に似ています。 ただし、 会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは会話を
終了できますが、 会話参加者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはできません。 会話参加
者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 会話から退出できるだけです。
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会話の開始とビジネス メ ッセージの送信

会話を開始するには、 まず会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが会話を作成し
ます。 会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはタイムアウ ト値を指定するこ と も
できます。 このタイムアウ ト値の時間が経過する と、 会話は自動的に終了されま
す。 この値は、 リポジ ト リにある関連する会話定義で指定されているタイムアウ
ト値をオーバーライ ド します。

B2B スポーク上のローカル会話コーディネータは XOCP システム メ ッセージ
（特定のコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの会話を作成） を仲介機能へ送信しま
す。 仲介機能にあるグローバル会話コーディネータは、 適切な配信チャネルを使
用して会話を作成し、 会話開始者と して ト レーディ ング  パートナを追加します。
会話が作成されたら、 会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはビジネス  メ ッセー
ジを作成および送信します。 詳細については 3-1 ページの 「XOCP ビジネス  
メ ッセージの送信」 を参照して ください。

会話への参加

仲介機能にあるグローバル会話コーディネータは、 会話に関して仲介機能が受信
するすべてのビジネス  メ ッセージを処理します。 仲介機能が最初のビジネス  
メ ッセージを受信者ト レーディ ング  パートナ （複数可） へ配信した後で、 グ

ローバル会話コーディネータは配信先となった ト レーディ ング  パートナを会話
へ追加します。 ト レーディ ング  パートナが会話に追加されたら、 そのト レー
ディ ング  パートナは ACTIVE 状態にな り、 会話の中でビジネス  メ ッセージの送
信および受信ができます。

対象のスポーク配信チャネル上の XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンが会話で
最初のビジネス  メ ッセージを受信する と、 必要な処理 （会話をローカル リ ス ト
に登録するなど） を済ませてから、 メ ッセージ リ スナで onMessage コールバッ
クを呼び出します。 詳細については、 4-1 ページの 「XOCP ビジネス  メ ッセージ
の受信」 を参照して ください。

登録された ト レーディング  パートナが会話に追加されたら、 そのト レーディ ン
グ パートナは ACTIVE 状態になり、 会話の中でビジネス メ ッセージの送信およ
び受信ができます。
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会話からの退出

会話への参加が完了したら、 会話参加者ト レーディング  パートナは会話から退
出するこ とができます。 ト レーディング  パートナが会話から退出する と、 会話
コーディネータによって、 参加ト レーディ ング  パートナの リ ス ト から削除され
ます。 その会話での以後のビジネス  メ ッセージは、 退出した ト レーディ ング  
パートナには送信されません。 ト レーディ ング パートナが退出した後、 その ト
レーディング パートナは会話が続く間 DROPPEDOUT 状態で残されます。

会話の終了

会話が終了するのは、 会話開始者である ト レーディング  パートナが明示的に会
話を終了するか、 会話がタイム アウ ト した場合です。 どちらかが最初に発生し
た時点で会話は終了します。 会話を開始した ト レーディ ング  パートナは、 ビジ
ネス  プロセスの適切な時点で会話を終了させなければなり ません。

注意 : 会話の開始者のみが会話を終了できます。

会話が終了する と、 会話コーディネータは参加者ト レーディ ング  パートナのす
べてに XOCP システム メ ッセージ （終了メ ッセージ） を送信します。 このメ ッ
セージは、 B2B スポーク上の XOCP アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの登録済み
メ ッセージ リ スナの間で、 コールバッ ク  onTerminate と して伝播されます。

XOCP アプリケーショ ン セッショ ンのシャッ トダ
ウン

ト レーディ ング パートナが会話でのすべてのアクテ ィ ビテ ィ を終了する と、
XOCP アプリ ケーシ ョ ンによって  XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンがシャ ッ
ト ダウンされます。 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンが XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッ
シ ョ ンをシャ ッ ト ダウンする と、 そのスポーク と関連付けられている  B2B エン
ジンは、 セッシ ョ ンと関連付けられているすべてのコラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン トの登録を仲介機能から解除します。 これによ り、 仲介機能は関連付けられ
ている会話型の登録を解除します。 これに応じて会話コーディネータは、 XOCP 
アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンで当該の ト レーディング  パートナによって開始さ
れたすべての会話を自動的に終了し、 参加しているすべての会話から ト レーディ
ング パートナを削除します。
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ト レーディング パートナが XOCP アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンをシャ ッ ト ダウ
ンする と、 次のよ う な結果にな り ます。

� 仲介機能は、 指定された配信チャネルにいる ト レーディ ング  パートナへの以
後のメ ッセージ送信をすべて停止します。

� 当該の ト レーディ ング  パートナによって開始されたすべての会話が終了され
ます。

� ト レーディング パートナは、 参加しているすべての会話から退出します。

� ト レーディング パートナは、 シャッ ト ダウンされる  XOCP アプリ ケーシ ョ
ン セッシ ョ ンのために仲介機能で割 り当てられていた リ ソースを戻します。

実行時の情報フロー

実行時には、 すべての XOCP アプリ ケーシ ョ ンが特定のタスクを同じ よ うに実
行します。 配信チャネルへ接続し、 メ ッセージ  リ スナを登録してから、 アプ リ
ケーシ ョ ン セッシ ョ ンのシャ ッ ト ダウンを同じ方法で行います。 ただし、 個々
の会話の間に会話開始者および会話参加者が実行する一連のタスクは、 お互いに
明確な相違点があ りながら も関連しています。
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情報フローの図

次の図は、 会話開始者と会話参加者の間の、 実行時の情報フローを示します。

図 1-6   会話開始者と会話参加者の間の情報フロー

この図は、 1 つの会話と、 ビジネス  メ ッセージの最小限の交換 （要求と応答） に

関する簡略化された例です。 実際には、 メ ッセージ リ スナを登録してから  
XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを終了するまでに、 ト レーディング  パート
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ナは複数の会話に参加する こ と もあ り ます。 さ らに、 1 つの会話の中で、 複数の
ト レーディング パートナが 1 つの要求および応答にと どまらず、 多くのビジネ
ス  メ ッセージを交換する場合もあ り ます。

情報フローでのステップ

実行時には、 複数の ト レーディ ング  パートナ間の情報のフロー （仲介機能を通

じて通信する  XOCP アプ リ ケーシ ョ ンによるもの） は、 以下の順序で進みます。

1. 特定の配信チャネルを持つ各ト レーディ ング  パートナが、 XOCP アプリ ケー
シ ョ ン セッシ ョ ンを作成します。

2. 各ト レーディ ング  パートナ XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは、 作成された XOCP 
アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンにメ ッセージ リ スナを登録し、 次にメ ッセー
ジ リ スナは （ローカル会話コーディネータの補助を得て）、 仲介機能によっ

て保持されている指定されたコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト にある、 会話
中のロールにト レーディ ング  パートナを登録します。

3. 各ト レーディ ング  パートナ XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは、 コラボレーシ ョ ン  
アグ リーメン ト  ID を取得します （未知であった場合）。

4. 会話は、 会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンによって作成された時点で開始
されます。

5. グローバル会話コーディネータは、 そのグローバル会話リ ス トに会話のイン
スタンスを追加し、 ト レーディ ング  パートナを開始者と してマーク します。

6. 会話開始者のローカル会話コーディネータは、 そのローカル会話リ ス ト に会
話のインスタンスを追加します。

7. 会話開始者の XOCP アプ リ ケーシ ョ ンが、 ビジネス  メ ッセージ （要求など）
を作成して送信します。

8. 会話開始者の XOCP アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンは、 ビジネス  メ ッセージ
を仲介機能のハブ配信チャネルへ配信します。

9. 仲介機能はビジネス  メ ッセージを会話参加者のスポーク配信チャネルへ配信
します。

10.仲介機能のグローバル会話コーディネータは、 グローバル会話リ ス ト にある
会話インスタンスのエン ト リに参加ト レーディ ング  パートナを追加する こ と
で、 会話に参加ト レーディ ング  パートナを追加します。
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11.仲介機能のローカル会話コーディネータは、 ビジネス  メ ッセージを受信する
ほか、 ローカル会話リ ス トに会話インスタンスを追加するこ とで、 ローカル
な会話に ト レーディング  パートナを追加します。

12.会話参加者 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンにある  onMessage の実装が呼び出され
て、 ビジネス メ ッセージを処理します。

13.会話参加者の XOCP アプリ ケーシ ョ ンが、 ビジネス  メ ッセージ （応答など）
を作成して会話開始者へ返信します。

14.会話参加者と関連付けられている  XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンが、
仲介機能へビジネス  メ ッセージを配信します。

15.仲介機能はビジネス  メ ッセージを受信して、 会話開始者へ配信します。

16.会話開始者がビジネス  メ ッセージを受信します。

17.会話開始者 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンにある  onMessage の実装が呼び出され
て、 ビジネス メ ッセージを処理します。

18.会話を終了するには、 まず会話開始者 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンが会話を終了
します。

注意 : 会話のタイムアウ ト が経過した場合は、 会話が自動的に終了します。

19.会話開始者のローカル会話コーディネータは、 仲介機能にあるグローバル会
話コーディネータへ終了の通知を配信します。

20.仲介機能にあるグローバル会話コーディネータは、 グローバル会話リ ス ト か
ら会話参加者を削除してから、 会話参加者と関連付けられているローカル会
話コーディネータへ終了の通知を配信します。

21.会話参加者と関連付けられているローカル会話コーディネータは、 終了の通
知を受信してローカル会話リ ス トから会話を削除します。

22.会話参加者 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンにある  onTerminate の実装が呼び出さ
れます。

23.仲介機能にあるグローバル会話コーディネータは、 会話を終了と してマーク
してから、 会話開始者に会話終了の確認を送信して通知します。

24.会話開始者が会話終了の通知を受信します。

25.会話開始者のローカル会話コーディネータは、 終了の通知を受信してローカ
ル会話リ ス ト から会話を削除します。
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26.会話開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンにある  onTerminate の実装が呼び出さ
れます。

27.各ト レーディ ング  パートナ XOCP アプ リ ケーシ ョ ンによって、 それぞれの 
XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンがシャ ッ ト ダウンされます。

以上のステップの詳細については、 1-14 ページの 「XOCP アプ リ ケーシ ョ ンの
主要なタスク」 を参照して ください。
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2 XOCP アプリケーションのプログ
ラ ミング ステップ

以下の節では、 開発者が通常 XOCP アプリ ケーシ ョ ンに用意するプロシージャ
の各ステップを説明します。

� 手順 1 : パッケージのインポート

� 手順 2 : MessageListener インタフェースの実装

� 手順 3 : XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの作成

� 手順 4 : メ ッセージ リ スナの作成と登録

� 手順 5 : 会話の開始または会話への参加

� 手順 6 : ビジネス メ ッセージの交換

� 手順 7 : 会話の終了

� 手順 8 : XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンのシャ ッ ト ダウン

各節には、 Messaging API サンプルからコード例が引用されています。 これらの
詳細については、 『B2B Integration サンプルの使い方』 を参照して ください。

注意 : XOCP アプリ ケーシ ョ ンを実行する前に、 管理者は XOCP アプリ ケー
シ ョ ンと関連付けられている会話に参加する ト レーディ ング  パートナが
使用するコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を指定する必要があ り ます。
詳細な情報については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「ワークフロー 
リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。 WebLogic 
Integration の以前のバージ ョ ンで作成された  XOCP アプ リ ケーシ ョ ンの
下位互換性の詳細については、『WebLogic Integration リ リース  7.0 への移
行』 を参照して ください。
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2 XOCP アプリケーシ ョ ンのプログラ ミング ステップ
手順 1 : パッケージのインポート

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 Messaging API ク ラス ライブラ リから必要なパッ
ケージをインポート します。 これらのパッケージの詳細については、 1-5 ページ
の 「Messaging API ク ラス ライブラ リ 」 を参照して ください。

次のリ ス ト例は、 インポートする必要があるパッケージの種類を示します。

コード  リスト  2-1   パッケージのインポート

import java.util.Properties; 
import com.bea.b2b.protocol.xocp.application.*; 
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.*;
import com.bea.b2b.protocol.conversation.ConversationType;
import com.bea.b2b.protocol.messaging.PayloadPart; 
import com.bea.b2b.protocol.xocp.conversation.local.Conversation; 
import com.bea.eci.logging.*;

手順 2 : MessageListener インタフェースの実装

メ ッセージを受信するために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは以下のインタフェース
を実装する必要があ り ます。

com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessageListener

このインタフェースによって提供される  onMessage および onTerminate メ ソ ッ
ドは、 受信するビジネス  メ ッセージの処理、 および会話終了の通知の処理にそ
れぞれ使用されます。 onMessage メ ソ ッ ドは、 B2B スポークがビジネス  メ ッ
セージを受信したと きに呼び出されます。 onTerminate メ ソ ッ ドは、 B2B ス
ポークが会話終了の通知を受信したと きに呼び出されます。

メ ッセージ リ スナは、 ト レーディ ング  パートナが会話中にビジネス メ ッセージ
を受信するために必要です。 XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンは、 コラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト あた り  1 つのメ ッセージ リ スナをサポート します。
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コード  リス ト  2-2   メ ッセージ リスナ インタフェースの実装

public class Partner1MessageListener
    implements XOCPMessageListener{

    public void onMessage(XOCPMessage rmsg){
        
      counter ++;
    
      QualityOfService qos = rmsg.getQoS();
      
      // 応答を受信、処理の開始時を待機
      
      synchronized(waiter){

        debug("onMessage in waiter counter = " + counter);

        PayloadPart[] payload = rmsg.getPayloadParts();
        // シングル パート ドキュメントを使用
        if (payload != null && payload.length > 0){
          BusinessDocument bd = (BusinessDocument)payload[0];
          waiter.reply = bd.getDocument();
        }
        waiter.done = true;
        waiter.notify();
      }
    }  

    public void onTerminate(Conversation conv, int result)
    }
  } 

XOCPMessageListener インタフェースの詳細については、WebLogic Integration 
マニュアルの 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照するか、 Windows シ
ステムでは、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic e-Business Platform | 
WebLogic Integration 2.1 | Javadocs] を選択して ください。

手順 3 : XOCP アプリケーショ ン セッションの作成

会話について開始または参加をするために、 ト レーディ ング  パートナはローカ
ル B2B スポーク配信チャネルと関連付けられる  XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッ
シ ョ ンを作成します。 各 XOCP アプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンでは、 関連付けら
れた ト レーディ ング  パートナが、 会話中の他の ト レーディ ング  パートナと メ ッ
セージを交換できます。
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2 XOCP アプリケーシ ョ ンのプログラ ミング ステップ
新しい XOCP アプリ ケーシ ョ ンを作成した り、 既存のものを取得した りするに
は、 com.bea.b2b.protocol.xocp.application.XOCPApplication ク ラスを
使用します。 次の リ ス トは、 MdmApp1 とい う  XOCP アプリ ケーシ ョ ンを、 ト
レーディング パートナ名 Partner 1、配信チャネル名 Partner1-Channel0 と し
て取得します。

コード  リスト  2-3   XOCP アプリケーション セッションの取得

XOCPApplication app = XOCPApplication.getXOCPApplication("MdmApp1");
XOCPApplicationSession es = app.getXOCPApplicationSession("Partner1", 
"Partner1-Channel0"); 

手順 4 : メ ッセージ リスナの作成と登録

会話に参加するには、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはメ ッセージ リ スナを登録する
必要があ り ます。 メ ッセージ  リ スナはアプ リ ケーシ ョ ンによって実装されます。
開発者は、 必要に応じてメ ッセージ リ スナを使用します。

メ ッセージ リ スナを登録するために、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは 
XOCPApplicationSession インスタンスの registerMessageListener メ ソ ッ
ドを呼び出します。 呼び出しでは、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト  ID、 ト
レーディング パートナの会話ロール、 およびメ ッセージ  リ スナ オブジェ ク ト を
パラ メータ と して渡します。

次のリ ス ト例は、 verifierConversation 会話の要求者ロール （通常は会話開

始者） のメ ッセージ リ スナを登録する方法を示します。 要求されるコラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト  ID およびロールが ト レーディ ング  パートナおよび仲介機
能のリポジ ト リにそれぞれ指定されている必要がある点に注意して ください。

コード  リスト  2-4   メ ッセージ リスナの登録

Partner1MessageListener ml =  new Partner1MessageListener();

      Properties prop = new Properties();
      prop.setProperty("BusinessProcessName", "verifierConversation");
      prop.setProperty("BusinessProcessVersion", "1.0");
      prop.setProperty("otherTradingPartner", "Hub");
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      prop.setProperty("toRole", "replier");
      String caId = es.getCAId(prop);

      String myRole = "requestor";

      es.registerMessageListener(caId, myRole, ml);

手順 5 : 会話の開始または会話への参加

会話開始者アプ リ ケーシ ョ ンは、 明示的に会話を開始します。 会話を開始するた
めに、 開始者ト レーディ ング  パートナは 
com.bea.b2b.protocol.xocp.application.XOCPApplicationSession インス
タンスの createConversation メ ソ ッ ドを呼び出します。 呼び出しのパラ メー
タ と しては、 コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト  ID、 ト レーディ ング  パートナの
ロール、 そして省略可能な値と して会話のタイムアウ ト値があ り ます。 タイムア
ウ ト値は秒単位で指定されます。 コンフ ィグレーシ ョ ンされたタイムアウ ト が、
ト レーディング パートナおよび仲介機能リポジ ト リの両方の会話定義でそれぞ
れゼロである場合、 デフォル ト値はゼロ、 つま り タイムアウ ト なしです。 ト レー
ディ ング  パートナは会話定義の開始者ロールに登録されている必要があ り ます。

次の リ ス ト例は、 会話が開始される方法を示します。

コード  リス ト  2-5   会話の開始

      long timeout = 0;
      Conversation c = es.createConversation(caId, myRole, timeout);

手順 6 : ビジネス メ ッセージの交換

会話開始者アプ リ ケーシ ョ ンが会話を作成した後は、 会話中の他のト レーディ ン
グ パートナと ビジネス  メ ッセージの交換を開始できます。
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2 XOCP アプリケーシ ョ ンのプログラ ミング ステップ
最初は、 会話開始者アプリ ケーシ ョ ンがビジネス  メ ッセージ （要求など） を作
成して、 会話中の 1 つまたは複数の ト レーディ ング  パートナへ送信します。 ト
レーディング パートナがビジネス  メ ッセージを受信する と、 会話参加者アプ リ
ケーシ ョ ンがビジネス  メ ッセージを処理して、 通常は、 ビジネス  メ ッセージへ
の応答を作成して送信します。 ト レーディ ング  パートナは会話中に複数のビジ
ネス  メ ッセージを送信および受信できます。 ビジネス  メ ッセージの交換の詳細
については、 3-1 ページの 「XOCP ビジネス  メ ッセージの送信」 および 4-1 ペー
ジの 「XOCP ビジネス  メ ッセージの受信」 を参照して ください。

手順 7 : 会話の終了

会話の中でト レーディ ング パートナがビジネス  メ ッセージの交換を終了したら、
その会話を終了させるこ とができます。 ト レーディング  パートナが会話への関
わ り をどのよ うにして終了するかは、 会話の中でのロールによって異な り ます。

参加者が会話から退出する場合

参加者である ト レーディング  パートナは会話から退出する こ とができます。 会
話から退出するには、 参加者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが Conversation インス
タンスの leave メ ソ ッ ドを呼び出します。 呼び出しでは false が渡されます。
参加者が参加していないと、 仲介機能にはメ ッセージが保持されません。

注意 : この リ リースでは false 引数のみがサポート されています。

次のリ ス ト例は、 参加者が会話から退出する方法を示します。

コード  リスト  2-6   会話からの退出

c.leave(false);

開始者が会話を終了する場合

会話開始者は明示的に会話を終了した り、 会話がタイムアウ トするまで待機した
りできます。 会話開始者は会話の作成時にタイムアウ ト値を指定できます。 ゼロ
を指定する と、 ト レーディ ング  パートナまたは仲介機能の リポジ ト リで会話用
2-6 B2B Integration メ ッセージング アプリケーシ ョ ン プログラ ミング ガイ ド



に定義されているタイムアウ ト値が使用されます。 会話が終了する と、 会話開始
者およびすべての参加者ト レーディ ング  パートナが会話から削除され、 すべて
の未配信ビジネス  メ ッセージが破棄され、 関連付けられているシステム  リ ソー
スが解放されます。

会話を明示的に終了するには、 開始者 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが自身の 
Conversation インタフェースの実装で terminate メ ソ ッ ドを呼び出します。
次に リ ス ト例を示します。

コード  リス ト  2-7   会話の終了

c.terminate(Conversation.SUCCESS);

手順 8 : XOCP アプリケーション セッションの
シャッ トダウン

XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンして会話から退出するた
めに、 アプ リ ケーシ ョ ンはその XOCPApplicationSession インタフェースの実
装で shutDown メ ソ ッ ドを使用します。 次の リ ス ト例は、 XOCP アプ リ ケーシ ョ
ン セッシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンする方法を示します。

コード  リス ト  2-8   XOCP アプリケーション セッションのシャッ トダウン

es.shutDown();

XOCP アプリ ケーシ ョ ンによって  XOCP アプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンがシャッ
ト ダウンされる と、 ト レーディ ング  パートナは会話を自動的かつ永続的に退出
します。
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2 XOCP アプリケーシ ョ ンのプログラ ミング ステップ
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信

以下の節では、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが会話の中で 1 つまたは複数の ト レー
ディ ング  パートナに対してビジネス  メ ッセージをどのよ うにして送信するかを
説明します。

� 手順 1 : ビジネス メ ッセージの作成

� 手順 2 : ビジネス メ ッセージの受信側の指定 （省略可能）

� 手順 3 : メ ッセージ配信のサービス品質の指定

� 手順 4 : XOCP ビジネス  メ ッセージの送信

� 手順 5 : ビジネス メ ッセージの配信状態の確認

XOCP ビジネス  メ ッセージを送信するために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはビジ
ネス  ドキュ メ ン ト を構築し、 ビジネス  メ ッセージを作成し、 メ ッセージ ルー
ティ ング基準やサービス品質といった配信オプシ ョ ンを指定してから、ビジネス  
メ ッセージを処理のために仲介機能へ送信します。 また、 XOCP アプ リ ケーシ ョ
ンは、 ビジネス  メ ッセージの配信ステータスを、 正常に配信されたかど う かも
含めて確認します。 XOCP ビジネス  メ ッセージの概要については、 1-6 ページの
「XOCP ビジネス  メ ッセージおよびメ ッセージ  エンベロープ」 を参照して くださ
い。

手順 1 : ビジネス メ ッセージの作成

ビジネス  メ ッセージを作成するために、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは最初にメ ッ
セージ ペイロードを作成します。 メ ッセージ  ペイ ロードは、 送信する任意のビ
ジネス  ドキュ メ ン トおよび添付フ ァ イルからな り ます。

ペイロードの作成には以下の 3 つのステップがあ り ます。

1. 必要なパッケージのインポート
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
2. ペイ ロード部分の作成

3. XOCP ビジネス メ ッセージの作成とペイ ロード部分の追加

この節では、 この 3 つのステップについて説明します。 XOCP ビジネス  メ ッ
セージのコンポーネン ト の概要については、 1-6 ページの 「XOCP ビジネス  メ ッ
セージおよびメ ッセージ  エンベロープ」 を参照して ください。

必要なパッケージのインポート

ビジネス メ ッセージを作成するために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは必要なパッ
ケージをインポート します。 次の リ ス ト に、 必要なパッケージを示します。

コード  リスト  3-1   ビジネス メ ッセージの作成に必要なパッケージのインポート

class java.io.FileInputStream; 
import org.apache.xerces.dom.*;
import com.bea.b2b.protocol.xocp.application.*; 
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.*;
import com.bea.b2b.protocol.messaging.Attachment; 
import com.bea.eci.logging.*;

ペイロード部分の作成

次に XOCP アプリ ケーシ ョ ンはメ ッセージ  ペイロードを作成します。 ペイロー
ドには、 ビジネス  ドキュ メン ト または添付ファ イル、 あるいはその両方が含ま
れます。

XML ドキュ メン トの作成

ビジネス ドキュ メ ン ト には、 1 つまたは複数のビジネス  ドキュ メ ン ト が入り ま
す。 ビジネス ドキュ メ ン トは、 ビジネス  メ ッセージ中の XML ベースのペイ
ロード部分です。 ビジネス  ドキュ メ ン トは、
com.bea.b2b.protocol.messaging.BusinessDocument ク ラスのインスタンス
です。
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手順 1 : ビジネス メ ッセージの作成
BusinessDocument オブジェ ク トには XML ドキュ メ ン ト が格納されます。XML 
ドキュ メ ン トは、 World Wide Web Consortium （www.w3.org） によって公開さ
れている  org.w3c.dom パッケージにある  org.w3c.dom.Document ク ラスのイン
スタンスです。 また、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはサードパーティによって実装さ
れた同様のパッケージも使用できます。 たとえば、 Apache XML Project 
（www.apache.org） で提供されている  org.apache.xerces.dom パッケージなど
です。 このパッケージは、 Messaging API のサンプルで XML ドキュ メ ン トの作
成および処理に使用されています。

注意 : 各 XML ドキュ メン ト で指定される文書型パラ メータは、 リポジ ト リで
会話定義と関連付けられている メ ッセージ定義のコンテンツ  タイプ部分
にマップする必要があ り ます。

次のコードは Messaging API アプリ ケーシ ョ ンの  MdmTp1Servlet から引用した
もので、 要求を  XML ドキュ メ ン トの形式で作成します。

コード  リス ト  3-2   XML ドキュメン トの作成

// 要求ドキュメントを作成
DOMImplementationImpl domi = new DOMImplementationImpl();
DocumentType dType = 
        domi.createDocumentType("request", null, "request.dtd");
org.w3c.dom.Document rq1 = new DocumentImpl(dType);
Element root1 = rq1.createElement("request");
String sendStr1 = "FIRST MESSAGE"; // 他のパートナによって処理される
                                   // 実際の文字列データ
root1.appendChild(rq1.createTextNode(sendStr1));
rq1.appendChild(root1);

XML ドキュ メン ト を作成した後で、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは 
BusinessDocument オブジェ ク ト を作成します。 このと き、 パラ メータ と して  
XML ドキュ メン ト （payload[0]） をコンス ト ラ ク タに渡します。 次のリ ス トに
コードを示します。

コード  リス ト  3-3   BusinessDocument オブジェク トの作成

BusinessDocument bd = (BusinessDocument)payload[0];
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
添付ファイルの作成

ビジネス ドキュ メ ン ト には、 1 つまたは複数の添付ファ イルを入れるこ とができ
ます。 添付フ ァ イルは、 バイナ リのコンテンツを含むビジネス  メ ッセージの非 
XML ベースのペイ ロード部分です。 添付フ ァ イルは、
com.bea.b2b.protocol.messaging.Attachment ク ラスのインスタンスです。
詳細については、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照して ください。

次のリ ス ト例は、 添付フ ァ イルを作成する方法を示します。

コード  リスト  3-4   添付ファイルの作成

FileInputStream fis = new FileInputStream("somefile");
Attachment att = new Attachment (fis);

XOCP ビジネス メ ッセージの作成とペイロード部
分の追加

メ ッセージ ペイロードを作成した後で、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは XOCP ビジ
ネス  メ ッセージを作成してペイロード部分を追加します。
com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessage ク ラスが XOCP ビジ
ネス  メ ッセージを表します。 詳細については、 『BEA WebLogic Integration 
Javadoc』 を参照して ください。

ビジネス メ ッセージを作成するために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは以下の処理
を行います。

1. XOCPMessage ク ラスのインスタンスを作成します。

2. XOCPMessage メ ッセージ  オブジェ ク トにある以下のメ ソ ッ ドのいずれかを
呼び出して、 ビジネス  メ ッセージにペイロード部分を追加します。

� addPayLoadPart メ ソ ッ ド。 ビジネス  メ ッセージに 1 つのビジネス  ド
キュ メ ン ト または添付フ ァ イルを追加します。

� addPayLoadParts メ ソ ッ ド。 ビジネス  メ ッセージに複数のビジネス  ド
キュ メ ン ト または添付フ ァ イルを追加します。
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手順 2 : ビジネス メ ッセージの受信側の指定 （省略可能）
次の リ ス ト では、 XOCP ビジネス  メ ッセージが作成されて、 ペイ ロード部分が
追加されます。

コード  リス ト  3-5   ビジネス メ ッセージの作成とペイロード部分の追加

XOCPMessage smsg1 = new XOCPMessage("");
smsg1.addPayloadPart(new BusinessDocument(rq1));

注意 : XOCP アプリ ケーシ ョ ンは XOCPMessage の内容 （そのペイロード部分は

除く ） を複製してから仲介機能へ送信します。 このため、 アプ リ ケー
シ ョ ンによって  XOCPMessage 上で send または sendAndWait メ ソ ッ ドが
呼び出された後は、 ペイロード部分を変更しないでください。

手順 2 : ビジネス メ ッセージの受信側の指
定 （省略可能）

ビジネス  メ ッセージを作成した後で、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはメ ッセージの
宛先となる ト レーディング  パートナを指定するこ とができます。 XOCP アプリ
ケーシ ョ ンは、 たとえば会話開始者から受信した要求に応答する と きなどに、 特
定の ト レーディ ング  パートナへビジネス  メ ッセージを送信できます （ポイン ト  
ツー ポイン ト交換）。 あるいは、 特定のビジネス基準 （XOCP XPath 式で表され
る） を満たす場合に、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは複数の ト レーディング  パート
ナへ （マルチキャス ト を使用して） ビジネス  メ ッセージを送信できます。 たと
えば、 特定の製品を扱 う複数のセラーに対してバイヤが入札要求を送信する と
き、 アプ リ ケーシ ョ ンはマルチキャス ト を使用してメ ッセージを送信できます。

いずれの場合も、 送信の対象となる ト レーディ ング  パートナのセッ トは、 会話
定義の中で適切なロールにサブスク ライブされている ものに限定されます。 加え
て、 仲介機能の リポジ ト リで定義されているルータおよびフ ィルタ式も、 特定の
ト レーディング パートナへのメ ッセージ配信に影響する場合があ り ます。 詳細
については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タ
スク」 を参照。
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特定のトレーディング パートナの指定

XOCP ビジネス メ ッセージが単一の、 既知の ト レーディング  パートナへ送信さ
れる場合、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは XOCPMessage オブジェ ク トの 
setRecipient メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができます。 このと き、 パラ メータ と し
ては ト レーディ ング  パートナ名が渡されます。 指定された ト レーディ ング  パー
トナは、 仲介機能のリポジ ト リで定義されている必要があ り ます。

次のリ ス ト例は、 ChipMaker とい う名前の ト レーディ ング  パートナがビジネス  
メ ッセージの受信側と して指定されるための方法を示します。

コード  リスト  3-6   単一のトレーディング パートナの指定

String tradingPartnerName = "ChipMaker";
XOCPMessage msg = new XOCPMessage();
msg.setRecipient(tradingPartnerName);

ビジネス メ ッセージに対して setRecipient を使用するこ とで、 メ ッセージの
配信が早 く処理されます。 これは、 仲介機能が、 たとえば ト レーディ ング パー
トナの評価や仲介機能の XPath 式の評価といった、 通常のルータ処理を実行せ
ずに済むためです。 ただし、 ビジネス  メ ッセージは依然と して仲介機能の適切
なフ ィルタ処理の対象です。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の
「高度なコンフ ィグレーシ ョ ン タスク」 を参照。

XPath 式によるメ ッセージ受信側の基準の指定

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 ビジネス  メ ッセージを受信する ト レーディング  
パートナのセッ ト の基準を  XPath 式で指定できます。 XPath 式は、 XML ドキュ
メ ン トの各部を指定するために使用されます。 詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド』 の 「高度なコンフ ィ グレーシ ョ ン タスク」 を参照。
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手順 2 : ビジネス メ ッセージの受信側の指定 （省略可能）
XPath 式は、 仲介機能のリポジ ト リのドキュ メ ン ト  フォーマッ ト に固有である
必要があ り ます。 また、 ト レーディ ング  パートナの各要素のノード固有のセッ
ト を定義する必要もあ り ます。 XPath 式は、 以下の属性に基づいて受信側ト レー
ディ ング  パートナを選択します。 これらの属性は、 仲介機能のリポジ ト リに定
義されています。

� 標準的な属性。 たとえば、 ト レーディング  パートナ名や郵便番号

� 拡張プロパティ。 仲介機能の管理者によって定義されたカスタム属性、 要

素、 およびテキス ト

XPath 式は、 ビジネス  メ ッセージのメ ッセージ  ヘッダの一部と して XOCP アプ
リ ケーシ ョ ンから仲介機能へ渡されます。 仲介機能は、 この XPath 式を仲介機
能の リポジ ト リで定義されている他の XPath 式と と もに使用して、 ビジネス  
メ ッセージのメ ッセージ受信側のセッ ト を決定します。

仲介機能リポジ ト リに適切な ト レーディ ング  パートナおよび仲介機能 XPath 式
が定義されている場合は、 その仲介機能をホス ト している  B2B エンジンによっ
て、 ビジネス  メ ッセージが受信された後にこれらの式が評価されます。 式のコ
ンフ ィグレーシ ョ ンによっては、 これらの XPath 式は XOCP アプリ ケーシ ョ ン
で指定される  XOCP XPath 式をオーバーライ ド した り、 追加をした り します。
詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「高度なコンフ ィグレーシ ョ
ン タスク」 を参照。

XOCP ビジネス  メ ッセージの XOCP XPath 式を指定するために、 XOCP アプ リ
ケーシ ョ ンは XOCPMessage オブジェ ク トの setExpression メ ソ ッ ドを呼び出し
ます。 このと き、 XPath 式がパラ メータ と して渡されます。

注意 : Apache Xalaon バージ ョ ン  1.0.1 では、 文字列 リ テラルの区切り文字と し
て二重引用符ではな く一重引用符がサポート されています。

ビジネス  メ ッセージが配信される前に、 適切なルータおよびフ ィルタ処理が仲
介機能で実行されます。

標準的なトレーディング パートナ属性の指定

次の リ ス トは、 指定された名前の ト レーディ ング  パートナを選択する  XOCP 
XPath 式を示します。
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
コード  リスト  3-7   トレーディ ング パートナ名を指定する XOCP XPath 式

smsg1.setExpression("//trading-partner[@name=\'Partner2\']");

次のリ ス トは、 San とい う文字列を含むアドレスの ト レーディ ング  パートナを選
択する  XOCP XPath 式を示します。

コード  リスト  3-8   トレーディング パートナのアドレスを指定する XOCP XPath 
式

msg.setExpression("//trading-partner[contains(address,\'San\')]");

拡張プロパティを使用した XOCP XPath 式の指定

拡張プロパティはユーザ定義の要素、 属性、 およびテキス トで、 仲介機能のリポ
ジ ト リにある ト レーディング  パートナと関連付けるこ とができます。 これらの
プロパティは、 リ ポジ ト リにある標準の定義済み属性にアプリ ケーシ ョ ン拡張を
提供します。 拡張プロパティのセッ トは、 XML ドキュ メ ン ト内のサブツ リーと
して取得できるよ うに リポジ ト リ内でモデル化されます。 拡張プロパテ ィは、
WebLogic Integration B2B  Console の [ ト レーディ ング  パートナ ] タブでコン
フ ィ グレーシ ョ ンされます。 詳細については、 『B2B Integration Administration 
Console オンライン ヘルプ』 の 「B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の
「高度な ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの使用」 を
参照して ください。

XOCP XPath 式は、 こ う した拡張プロパティ を参照してビジネス  メ ッセージの
ルーテ ィングに役立てる こ とができます。 たとえば、 セラーが仲介機能のリポジ
ト リに自身の扱える最大の数量を示せるよ うに、 仲介機能の管理者によって 
Maximum Order Quantity とい う拡張プロパティが追加される と します。 このプ
ロパテ ィが定義されれば、 大量の注文をするバイヤは注文を処理できるセラーの
みにビジネス メ ッセージを送信する  XOCP XPath 式を指定するこ とができます。

次のコードは、 指定されたセラーについて拡張プロパティが設定されている リポ
ジ ト リから生成された  XML ドキュ メ ン ト を示します。
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コード  リス ト  3-9   リポジト リから生成された XML ドキュメン トに設定されて
いる拡張プロパティ

<hub context="message-router">
. . .
<trading-partner name="ABC Seller" 
email="orderprocessing@somedomain.com" 
phone="999-999-9999">
<address>123 Main St., San Jose, CA 95131</address>
<extended-property-set name="Capacity">
<max-order-quantity>1000</max-order-quantity>
</extended-property-set>
</trading-partner>
. . .
</hub>

次の リ ス トは、 500 単位よ り も多くの注文に対応できる ト レーディ ング  パートナ
を選択する  XOCP XPath 式を示します。

コード  リス ト  3-10   注文の量を指定する XOCP XPath 式

msg.setExpression("//trading-partner[extended-property-set/(@max-
order-qty > \'500\')]")

セラーは 1000 単位までの注文に対応できるので、 このセラーがビジネス  メ ッ
セージの受信側と して選択されます。

手順 3 : メ ッセージ配信のサービス品質の指
定

B2B エンジンのメ ッセージング  サービスによって、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは
サービス品質 （QoS）、 つま り信頼性のレベルを定義して、 受信側ト レーディ ン
グ パートナへビジネス  メ ッセージを配信する際に適用する こ とができます。
サービス品質の設定は、 ビジネス  メ ッセージのメ ッセージ ヘッダに格納されま
す。 メ ッセージング  サービスは、 ネッ ト ワークで リ ンクまたはノードの障害が
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
発生した場合も信頼性のある メ ッセージ配信をサポート します。 メ ッセージング  
サービスは信頼性のある メ ッセージをサポートするために他の機能を提供しま
す。 たとえばメ ッセージのロギング と ト ラ ッキング、 メ ッセージの相関、 配信の
再試行、 メ ッセージのタイムアウ ト 、 およびメ ッセージ配信方法の選択などで
す。

自動的なサービス品質機能

B2B エンジンのメ ッセージング  サービスは、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンからの入
力を必要と しない、 以下の自動的なサービス品質機能を提供します。

� B2B エンジンは、 重複したメ ッセージ配信を防止します。

� B2B エンジンは、 すべてのビジネス  メ ッセージについて、 それが仲介機能
または XOCP アプリ ケーシ ョ ン  ノードに届いた時点でタイムスタンプを付
与します。 タイムスタンプは、 パフォーマンスの測定やアプリ ケーシ ョ ンの
デバッグに有用です。

QualityOfService クラス

ビジネス メ ッセージのサービス品質設定は、
com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.QualityOfService ク ラスによって
表されます。 QualityOfService ク ラスは、 B2B エンジンのメ ッセージング  
サービスが特定のメ ッセージを配信する際に必要とする信頼性のレベルを定義し
ます。 また、 B2B エンジンのメ ッセージング  サービスに対して、 XOCP アプリ
ケーシ ョ ンで想定されているビジネス  メ ッセージ配信方法を示します。

XOCP アプリ ケーシ ョ ンはこのク ラスのインスタンスを作成してから、 このイン
スタンス上のメ ソ ッ ドを呼び出してさまざまなサービス品質設定を指定します。
次に XOCP アプリ ケーシ ョ ンはメ ッセージ  インスタンスの setQoS メ ソ ッ ドを
呼び出し、 このと き  QualityOfService オブジェ ク ト をパラ メータ と して渡す
こ とで、 この設定を メ ッセージと関連付けます。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンでサー
ビス品質設定が指定されないと、 B2B エンジンのメ ッセージング  サービスはデ
フォル ト値を使用します。
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手順 3 : メ ッセージ配信のサービス品質の指定
サービス品質設定、 オプショ ン、 およびデフォルト値

次の表は、 使用できるサービス品質設定、 オプシ ョ ン、 およびデフォル ト値を示
します。

表 3-1  サービス品質設定、 オプション、 およびデフォルト値

サービス品質設定 /説明 オプション デフォルト値

CONFIRMED_DELIVERY_TO_APPLICATION

� 受信側アプ リケーシ ョ ンまでのアプ リケーシ ョ ン配

信の確認を提供。

� 各送り先への配信の詳細なステータスを提供。 受信

のタイムスタンプ、 ルータで選択された ト レーディ

ング パートナの リ ス ト 、 受信側ト レーディング  
パートナの最終リ ス ト など。

� 仲介機能の管理者およびメ ッセージを送信する ト

レーディング パートナの管理者のために、 詳細な

メ ッセージ ト ラ ッキング情報 （すべての考え得る

位置について） を提供。

該当なし 該当なし

CONFIRMED_DELIVERY_TO_DESTINATION(S)

� 各送り先への配信の詳細なステータスを提供。 受信

のタイムスタンプ、 ルータで選択された ト レーディ

ング パートナの リ ス ト 、 受信側ト レーディング  
パートナの最終リ ス ト など。

� 仲介機能の管理者およびメ ッセージを送信する ト

レーディング パートナの管理者のために、 詳細な

メ ッセージ ト ラ ッキング情報 （すべての考え得る

位置について） を提供。

適用不可 適用不可
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次の表は、 サービス品質設定がメ ッセージの ト ラ ッキングおよび配信の確認応答
に与える影響を示します。

CONFIRMED_ROUTING

� ビジネス  メ ッセージの受信側と して選択された ト

レーディング パートナについての、 仲介機能にあ

る  XOCP ルータからの情報を提供。

� メ ッセージを送信する ト レーディング パートナの

管理者に対してメ ッセージの ト ラ ッキングを提供

（ビジネス  メ ッセージが仲介機能の XOCP ルータ
に到達するまで）。

適用不可 適用不可

CONFIRMED_DELIVERY_TO_HUB

（デフォル ト ）

� メ ッセージが仲介機能に達したこ とを検証。

� メ ッセージを送信する ト レーディング パートナに

はメ ッセージ ト ラ ッキングなし。

適用不可 適用不可

TIMEOUT 送信後のタイムアウ

ト値 （ミ リ秒単位）

無視される

RETRY_ATTEMPTS 0-n 仲介機能でのコン

フ ィグレーシ ョ ン

に従う

CORRELATION_ID アプ リケーシ ョ ン定

義のフ ィールド

無視される

表 3-1  サービス品質設定、 オプション、 およびデフォルト値 （続き）

サービス品質設定 /説明 オプション デフォルト値

表 3-2  サービス品質設定によるメ ッセージのト ラッキングおよび確認応答への影響

サービス品質設定 メ ッセージのト ラッ

キング （あり / なし）
確認応答

（あり / なし）

CONFIRMED_DELIVERY_TO_APPLICATIONS あ り あ り

CONFIRMED_DELIVERY_TO_DESTINATION(S) あ り あ り
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CONFIRMED_DELIVERY_TO_DESINATION(S) の設定が使用される場合は、 詳細な
メ ッセージ ト ラ ッキングが使用でき、 応答確認を使用すればメ ッセージが確実
に送り先まで配信されたこ とを確認できます。

CONFIRMED_DELIVERY_TO_HUB の設定が使用される場合は、 メ ッセージ ト ラ ッ
キングが使用できず、 受信側ト レーディ ング  パートナから確認応答が送信され
るこ と もあ り ません。

コード例

次の リ ス ト例は、 ビジネス  メ ッセージのサービス品質を設定する方法を示しま
す。

コード  リス ト  3-11   ビジネス メ ッセージのサービス品質の設定

// 関連するインポート
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessage; 
import com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.QualityOfService;

XOCPMessage msg = . . .
// QoS オブジェクトを作成
QualityOfService qos = new QualityOfService();
// 送り先への確認済み配信を指定
qos.setConfirmedDeliveryToDestination(true);
msg.setQoS(qos);

CONFIRMED_DELIVERY_TO_ROUTER あ り なし

CONFIRMED_DELIVERY_TO_HUB なし なし

表 3-2  サービス品質設定によるメ ッセージのト ラッキングおよび確認応答への影響

サービス品質設定 メ ッセージのト ラッ

キング （あり / なし）
確認応答

（あり / なし）
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
メ ッセージ配信確認レベルの設定

メ ッセージ配信確認のレベルを指定するために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは 
QualityOfService インスタンスにある以下のメ ソ ッ ドのいずれかを呼び出しま
す。 このと き、 Boolean 型の true パラ メータを渡して必要なオプシ ョ ンを有効
にします。

次のリ ス ト例は、 メ ッセージ確認レベルを送り先までに設定する方法を示しま
す。

コード  リスト  3-12   メ ッセージ配信確認レベルの設定

qos.setConfirmedDeliveryToDestination(true);

メ ッセージ配信確認の詳細については、 3-19 ページの 「手順 5 : ビジネス  メ ッ
セージの配信状態の確認」 を参照して ください。

表 3-3  メ ッセージ配信確認のレベル

持続性レベル 説明

setConfirmedDeliveryToDestination メ ッセージ配信を送り先まで確認する （true）、 また
は仲介機能までのみ確認する （false） を指定。

setConfirmedDeliveryToHub メ ッセージ配信を仲介機能まで確認する （true）、 ま
たは確認しない （false） を指定。

setConfirmedDeliveryToRouter メ ッセージ配信を仲介機能の XOCP ルータまで確認
する （true）、 または仲介機能までのみ確認する
（false） を指定。

setConfirmedDeliveryToApplication ビジネス  メ ッセージのサービス品質を設定する。
メ ッセージ配信を対象のアプ リケーシ ョ ンまで確認

する （true）、 または仲介機能までのみ確認する
（false） を指定。
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手順 3 : メ ッセージ配信のサービス品質の指定
メ ッセージ タイムアウトの設定

指定された場合、 メ ッセージ タイムアウ トは送信側が応答確認を待機する時間
を決めます。 ビジネス  メ ッセージが無効になった （タ イムアウ ト した） 場合、
受信側はそれを処理せず、 関連する他の処理もすべて、 応答確認の処理および配
信の再試行まで含めて放棄されます。

タイムアウトのアルゴリズム

B2B エンジンは、 そのコンポーネン トによって使用されている別のク ロッ クを
同期しません。 それは、 こ う したクロ ッ クが、 別の場所にある別のマシンのもの
である可能性があるためです。 代わ りに、 B2B エンジンは相対的な時間アルゴ
リズムを使用します。

このアルゴ リズムに基づいて、 ビジネス  メ ッセージがタイムアウ トするまでの
残り時間 （コンポーネン ト がビジネス  メ ッセージの処理を完了する絶対時刻と
の相対値） をビジネス メ ッセージに指定した上で、 他のコンポーネン トへ送信
します。

受信側コンポーネン ト では、 タイムアウ ト の計算はメ ッセージの処理に残された
時間に基づいて、 絶対時刻 （メ ッセージの到着を示す） と相対時間 （メ ッセージ
自身に埋め込まれている） の両方を使用して表現されます。 このアルゴ リズムに
よ り、 少な く と も、 システムでの実際のメ ッセージ タイムアウ トが、 アプ リ
ケーシ ョ ンによって指定された本来のタイムアウ トの後で発生するこ とにな り ま
す。

Message Timeout on the Hub = Message timeout specified by the XOCP 
application when sending a message

Message Timeout on the Sending XOCP Application = Message Timeout 
on the Hub + N x Delta

以上の設定では、 次のよ うにな り ます。

� N = システムで定義済みの数値、 た とえば 10

� Delta = メ ッセージが送信側ト レーディ ング  パートナと仲介機能の間を行き
来するために必要な時間の推定値
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
配信再試行の回数の設定

断続的なネッ ト ワーク障害によってビジネス  メ ッセージの配信が失敗する場合、
B2B エンジンのメ ッセージング  サービスは、 以下のいずれかに該当するまでビ
ジネス  メ ッセージの送信を繰り返し試みます。

� ビジネス メ ッセージが配信される （つま り、 配信成功）

� 再試行の回数が超過した

� メ ッセージがタイムアウ ト した

� ビジネス メ ッセージの送信元である会話が終了したかタイムアウ ト した

メ ッセージ タイムアウ トおよび再試行間隔のデフォル ト値は仲介機能のリポジ
ト リで定義されていて、 XOCP アプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンが作成される と き
に XOCP アプリ ケーシ ョ ンによって取得されます。 B2B エンジンのメ ッセージ
ング サービスは、 コンフ ィグレーシ ョ ンされた間隔の間だけ待機してから、 ビ
ジネス  メ ッセージの再送信を試みます。

デフォル トの再試行制限をオーバーラ イ ドする場合、XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは 
QualityOfService インスタンスの setTimeout メ ソ ッ ドを呼び出します。 この
と き、 パラ メータ と してタイムアウ ト値 （ミ リ秒単位） が渡されます。 次のリ ス
ト を参照して ください。

コード  リスト  3-13   メ ッセージ タイムアウトの指定

qos.setTimeout(10000);

ビジネス メ ッセージの相関 ID の設定

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 ビジネス  メ ッセージにユニークな相関 ID を指定し
て、 ト レーディ ング パートナから受信したビジネス  メ ッセージ （要求への応答
など） と以前に送信されたメ ッセージ （要求など） を関連付けるこ とができま
す。 相関 ID は、 送り先までビジネス  メ ッセージに付随します。 受信側ト レー
ディ ング パートナは、 この値を使用して、 送信側ト レーディ ング  パートナへ返
信される応答メ ッセージを確実に識別するこ とができます。
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手順 4 : XOCP ビジネス メ ッセージの送信
相関 ID を指定する場合、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは QualityOfService インス
タンスの setCorrelationId メ ソ ッ ドを呼び出します。 このと き、 パラ メータ
と して相関 ID を表す文字列が渡されます。 次の リ ス ト を参照して ください。

コード  リス ト  3-14   ビジネス メ ッセージの相関 ID の指定

qos.setCorrelationId("ABC123");

手順 4 : XOCP ビジネス メ ッセージの送信

ビジネス  メ ッセージの受信側とサービス品質を指定した後で、 XOCP アプ リ
ケーシ ョ ンはビジネス  メ ッセージを以下のいずれかの方法で送信します。

� 同期メ ッセージ配信

� 遅延同期メ ッセージ配信

XOCP ビジネス  メ ッセージを同期メ ッセージ配信または遅延同期メ ッセージ配
信で送信する と きは、 以下の値を設定する必要があ り ます。

� メ ッセージと関連付けられるコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト  ID

� 会話

同期メ ッセージ配信

同期メ ッセージ配信では、 アプ リ ケーシ ョ ンはメ ッセージが送り先まで配信され
るのを待機します。 B2B エンジンのメ ッセージング  サービスは、 メ ッセージ送
信処理の結果が判明したらアプ リ ケーシ ョ ンに制御を返します。 アプ リ ケーシ ョ
ンは、 以下のイベン ト のいずれかが発生するまで待機します。

� すべての送り先から応答確認を受信した

� メ ッセージがタイムアウ ト した

� メ ッセージの送信元である会話が終了した
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
ビジネス メ ッセージの同期送信を行うために、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは 
XOCPMessage インスタンスの以下のメ ソ ッ ドを呼び出します。

� setCAId メ ソ ッ ド。 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト  ID を設定します。

� setConversation メ ソ ッ ド。 ビジネス  メ ッセージを送信する会話を設定し
ます。

� sendAndWait メ ソ ッ ド。 タ イムアウ ト まで待機する時間の長さ （ミ リ秒単
位） を指定します。 ゼロ （0） が指定された場合、 XOCP アプリ ケーシ ョ ン
はビジネス  メ ッセージがそれぞれの送り先に到達するまで待機します。

次の例は、 同期メ ッセージ配信を使用して XOCP ビジネス  メ ッセージを送信す
る方法を示します。

コード  リスト  3-15   同期メ ッセージ配信を使用したメ ッセージ送信

smsg1.setCAId(caId);
smsg1.setConversation(c);
MessageToken token = msg.sendAndWait(0);

遅延同期メ ッセージ配信

遅延同期メ ッセージ配信では、 B2B エンジンのメ ッセージング  サービスはメ ッ
セージ送信の直後に XOCP アプリ ケーシ ョ ンへ制御を返すほかにメ ッセージ 
トークンを返します。 このメ ッセージ トークンは、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンが
メ ッセージ配信の状態を確認するために使用できます。 メ ッセージ  トークンへ
のアクセスがある と、 アプ リ ケーシ ョ ンは指定された期間か、 次のいずれかのイ
ベン トが発生するまで待機します。

� すべての送り先から応答確認を受信した

� メ ッセージがタイムアウ ト した

� メ ッセージの送信元である会話が終了したかタイムアウ ト した

ビジネス メ ッセージの非同期送信を行う ために、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは 
XOCPMessage インスタンスの以下のメ ソ ッ ドを呼び出します。

� setCAId メ ソ ッ ド。 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト  ID を設定します。
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手順 5 : ビジネス メ ッセージの配信状態の確認
� setConversation メ ソ ッ ド。 ビジネス  メ ッセージを送信する会話を指定し
ます。

� send メ ソ ッ ド。 メ ッセージを送信します。

XOCP アプリ ケーシ ョ ンはビジネス  ロジッ クの実行を継続し、 MessageToken イ
ンスタンスの waitForACK メ ソ ッ ドを呼び出して状態を確認します。 次のリ ス ト
にその例を示します。

コード  リス ト  3-16   遅延同期メ ッセージ配信を使用したメ ッセージ送信

smsg1.setCAId(caId);
smsg1.setConversation(c);
token = msg.send();
...
token.waitForACK();

waitForACK メ ソ ッ ドは、 ビジネス  メ ッセージの状態が利用可能になるか （タ イ
ムアウ ト指定がない場合）、 指定されているタイムアウ ト （ ミ リ秒単位） が経過
するまで処理をブロッ ク します。

手順 5 : ビジネス メ ッセージの配信状態の
確認

XOCPMessage インスタンスで呼び出される  send および sendAndWait メ ソ ッ ド
のどちら も、 メ ッセージ トークンを返します。 このメ ッセージ  トークンは、
XOCP アプリ ケーシ ョ ンが自身と関連付けられているビジネス  メ ッセージの配
信状態の確認に使用するこ とができます。
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
メ ッセージ トークン

メ ッセージ トークンは、
com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessageToken ク ラスのインス
タンスです。 メ ッセージ  トークンには、 以下の属性があ り ます。

表 3-4  メ ッセージ トークンの情報

属性 説明

メ ッセージ ID ビジネス  メ ッセージの一意な  ID

例外 ビジネス  メ ッセージが送信元 XOCP アプ リ ケー
シ ョ ンを離れる前に発生したすべての例外。 例外

は通常、 メ ッセージが送信される と きに返される。

しかし遅延同期メ ッセージ配信では、 ビジネス  
メ ッセージが一時的に内部の送信キューに留め置

かれてから、 仲介機能へ配信される こ とになる。

経過時間 ビジネス  メ ッセージをすべての送り先へ配信する
ためにかかった時間。 この情報は、 すべてのメ ッ

セージ送り先から応答確認が受信されるまで入手

できない。 この属性を使用できるかど うかは、

サービス品質配信オプシ ョ ンの指定に依存する。

配信状態 受信側の送り先からの配信状態。 この情報は、 関

連する情報の可用性に依存する。 この属性を使用

できるかど うかは、 サービス品質配信オプシ ョ ン

の指定に依存する。

宛先の数 （ルータ） 仲介機能の XOCP ルータによってビジネス  メ ッ
セージが処理された後の受信側 ト レーディング 
パー トナの数。 この属性を使用できるかど うかは、

サービス品質配信オプシ ョ ンの指定に依存する。

宛先の数 （フ ィルタ） 仲介機能の XOCP フ ィルタによってビジネス  メ ッ
セージが処理された後の受信側 ト レーディング 
パー トナの数。 この属性を使用できるかど うかは、

サービス品質配信オプシ ョ ンの指定に依存する。
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手順 5 : ビジネス メ ッセージの配信状態の確認
ビジネス  メ ッセージが同期送信の配信オプシ ョ ンを使用して送信された場合、
メ ッセージ トークンを使用して応答確認を待機するこ とはできません。 代わ り
に、 send メ ソ ッ ドが直ちに返されます。

配信状態のト ラッキング

ビジネス  メ ッセージがその送り先 （送り先ト レーディ ング  パートナ ノードの受
信キュー） に届 く と、 システム  メ ッセージが （B2B エンジンのメ ッセージング  
サービスによって） 送信側へ返されて、 サービス品質設定によって応答確認が必
要な場合は、 メ ッセージ配信の応答確認に使用されます。

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 以下のメ ソ ッ ドのいずれかを使用して配信状態を取
得できます。

� getAllDeliveryStatus 。 ビジネス  メ ッセージが複数の受信側へ送信され
た場合

� getDeliveryStatus 。 ビジネス  メ ッセージが単一の受信側へ送信された場
合

どちらのメ ソ ッ ド も  DeliveryStatus オブジェ ク ト を返します。 このオブジェ
ク ト は、 以下の情報を提供する  
com.bea.b2b.protocol.messaging.DeliveryStatus ク ラスのインスタンスで
す。

� 受信側 （受信側ト レーディ ング  パートナの名前か、 メ ッセージ ト ラ ッキン
グ場所）

� ビジネス  メ ッセージ受信のタイムスタンプ

� 状態コード。 有効な値を次の表に示します。

表 3-5  メ ッセージ配信状態コード

状態コード 説明

SUCCESS ビジネス  メ ッセージは送り先へ正常に配信された。
エラーや例外は発生しなかった。

FAILURE ビジネス  メ ッセージを送り先まで配信する間にエ
ラーが発生した。
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3 XOCP ビジネス メ ッセージの送信
メ ッセージ ト ラッキング場所

B2B エンジンのメ ッセージング  サービスでは、 管理者向けの ト ラ ッキング機能
が用意されていて、 ビジネス  メ ッセージが自身の送り先までにあらかじめ定義
された場所を移動していくのを確認する こ とができます。 B2B Console には、 ビ
ジネス  メ ッセージがこれらの ト ラ ッキング地点を通過していく ステータス情報
を表示できます。 管理者はメ ッセージ ト ラ ッキング情報を使用して、 デバッグ
やアプリ ケーシ ョ ンのボ トルネッ クの特定に活かすこ とができます。

注意 : メ ッセージ ト ラ ッキング場所を利用できるかど うかは、 WebLogic 
Integration システムのコンフ ィグレーシ ョ ン と、 ビジネス  メ ッセージに
指定されたサービス品質、 たとえば 
CONFIRMED_DELIVERY_TO_DESTINATION(S) などに依存します。 サービ
ス品質の設定の詳細については、 表 3-1 を参照して ください。 た とえば、
XOCP アプリ ケーシ ョ ン と仲介機能が同じ ノードに配置されている場合
は、 一部の場所が利用できません。 同様に、 ト ラ ッキング場所の一部は、

同期メ ッセージ配信には使用できません。

RETRIES_EXHAUSTED すべての配信再試行が失敗に終わり、 ビジネス  
メ ッセージは破棄された。

TIMEDOUT メ ッセージ配信よ り も先にタイムアウ トが発生し

てビジネス  メ ッセージが破棄された。

表 3-5  メ ッセージ配信状態コード  （続き）

状態コード 説明
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手順 5 : ビジネス メ ッセージの配信状態の確認
メ ッセージ ト ラ ッキング場所の図

次の図は、 B2B エンジンのメ ッセージング  サービスでのメ ッセージ  ト ラ ッキン
グ場所を示します。

図 3-1   メ ッセージ ト ラッキング場所

メ ッセージ ト ラ ッキング場所の説明

以下のメ ッセージ ト ラ ッキング場所を  B2B Console で表示できます。

表 3-6  メ ッセージ ト ラッキング場所

場所 場所の説明 実行されるアクティビティ

ENABLER_SEND_QUEUE 送信側ト レーディング パートナ
の XOCP アプ リケーシ ョ ン セッ
シ ョ ン内の送信キュー

メ ッセージが送信のためキュー

に入れられる。
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HUB_RECEIVE_QUEUE 仲介機能の送信側ト レーディン

グ パートナ用の受信キュー
メ ッセージは仲介機能の送信側

ト レーディング  パートナの受信
キューに入れられる。

HUB_ROUTER 仲介機能の XOCP ルータ メ ッセージが XOCP ルータに到
達する。

HUB_SEND_QUEUE 仲介機能の受信側ト レーディン

グ パートナ用の送信キュー
メ ッセージは仲介機能の受信側

ト レーディング  パートナで配信
用のキューに入れられる。

ENABLER_RECEIVE_QUEUE 受信側ト レーディング  パートナ
の XOCP アプ リ ケーシ ョ ン  セッ
シ ョ ン内の受信キュー

メ ッセージは受信側ト レーディ

ング パートナの XOCP アプ リ
ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの リ スナ 
スレ ッ ドでキューに入れられる。

表 3-6  メ ッセージ ト ラッキング場所 （続き）

場所 場所の説明 実行されるアクティ ビティ
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4 XOCP ビジネス メ ッセージの受信

以下の節では、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンで XOCP ビジネス  メ ッセージを受信す
る方法について説明します。

� XOCP ビジネス  メ ッセージを受信する方法

� XOCP ビジネス  メ ッセージの受信

XOCP ビジネス メ ッセージを受信する方法

XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 ビジネス  メ ッセージを受信および処理するために 
MessageListner インタフェースの onMessage メ ソ ッ ドを実装する必要があ り
ます。 onMessage メ ソ ッ ドのシグネチャは次のとおりです。

コード  リス ト  4-1   onMessage メソッ ドのシグネチャ

public void onMessage(XOCPMessage msg)

ビジネス  メ ッセージが届く と常に、 XOCP アプ リ ケーシ ョ ンは onMessage メ
ソ ッ ドを呼び出し、 入力パラ メータ と してビジネス  メ ッセージを渡します。
XOCP アプリ ケーシ ョ ンはビジネス  メ ッセージを格納している  XOCPMessage オ
ブジェ ク ト を取得してから、 このインスタンス上でメ ッセージを処理する メ ソ ッ

ドを呼び出します。

XOCP アプリ ケーシ ョ ンが会話の中で複数のビジネス  ドキュ メ ン ト を受信した
場合、 onMessage の実装ではまず受信したドキュ メ ン トの文書型が判別され
（た とえば入札要求や入札報酬など）、 それに応じてドキュ メ ン ト が処理されま

す。
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また、 onMessage の実装は、 ビジネス  メ ッセージを作成および送信するコード
も含む場合があ り ます。 たとえば、 会話参加者の XOCP アプ リ ケーシ ョ ンでは、
onMessage で要求を受信した り、 要求を処理した り、 返信のドキュ メ ン ト を作
成および返信するよ うに実装されます。

XOCP ビジネス メ ッセージの受信

コード  リ ス ト  4-2 は、 Messaging API サンプル アプ リ ケーシ ョ ンである  
MdmTp2Servlet での onMessage メ ソ ッ ドの実装方法を示します。 この 
onMessage の実装は、 MsmTp1Servlet から送信された初期ビジネス  ドキュ メ ン
ト （要求） を処理します。 次にこの実装は、 会話開始者への応答のドキュ メ ン ト

を作成および返信します。

次のリ ス トは、 Messaging API サンプル アプ リ ケーシ ョ ンである  
MdmTp2Servlet での onMessage メ ソ ッ ドの実装です。

コード  リスト  4-2   MdmTp2Servlet での onMessage の実装

public void onMessage(XOCPMessage rmsg) {
      try{
        
        QualityOfService qos = rmsg.getQoS();

        PayloadPart[] payload = rmsg.getPayloadParts();
        Document rq = null;

        // シングル パート ドキュメントを使用
        if (payload != null && payload.length > 0){
          BusinessDocument bd = (BusinessDocument)payload[0];
          rq = bd.getDocument();
        }
        if (rq == null){
          throw new Exception("Did not get a request document");
        }
        Conversation conv = rmsg.getConversation();

        Element root = rq.getDocumentElement();
        String name = root.getNodeName();
        Text revStr = (Text)root.getFirstChild();
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        // 応答のドキュメントを作成
        DOMImplementationImpl domi = new DOMImplementationImpl();
        DocumentType dType = domi.createDocumentType("reply", null, "reply.dtd");
        rq = new DocumentImpl(dType);
        root = rq.createElement("reply");
        String sendStr = new String(revStr.getData());
        sendStr="Partner2 -- " + sendStr;
        root.appendChild(rq.createTextNode(sendStr.toLowerCase()));
        rq.appendChild(root);

        XOCPMessage smsg = new XOCPMessage("");
        smsg.addPayloadPart(new BusinessDocument(rq));
        
        smsg.setQoS(qos);

        //TradingPartnerFilter filter = new TradingPartnerFilter("Partner1"); 
        smsg.setExpression("//trading-partner[@name=\'Partner1\']");
        smsg.setCAId(rmsg.getCAId());
        smsg.setConversation(conv);

        smsg.sendAndWait(0);

      }catch(Exception e){
        e.printStackTrace();
      }
    }

onMessage のコードは、 以下の主要なタスクを実行します。

1. XOCPMessage インスタンスの getQoS メ ソ ッ ドを呼び出して、 ビジネス  メ ッ
セージのサービス品質設定を取得します。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 元のメ ッセージで使用されたのと同じサービス品質設

定で応答メ ッセージを送信します。

2. XOCPMessage インスタンスの getPayloadParts メ ソ ッ ドを呼び出して、 ビ
ジネス  メ ッセージのペイ ロード部分を取得します。

3. PayloadPart[] 配列で最初の （そして唯一の） ビジネス  ドキュ メ ン ト を取
得します。

4. BusinessDocument インスタンスの getDocument メ ソ ッ ドを呼び出して、
関連付けられた  XML ドキュ メ ン ト を抽出します。
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5. Document インスタンスの各メ ソ ッ ドを使用して、 XML ドキュ メ ン トの各部
を取得および分析します。 XML ドキュ メ ン トは、 World Wide Web 
Consortium （www.w3.org） によって公開されている  org.w3c.dom パッケー
ジにある  org.w3c.dom.Document ク ラスのインスタンスです。

また、 XOCP アプリ ケーシ ョ ンはサードパーティによって実装された同様の
パッケージも使用できます。 たとえば、 Apache XML Project 
（www.apache.org） で提供されている  org.apache.xerces.dom パッケージ
などです。 このパッケージは、 Messaging API のサンプル アプリ ケーシ ョ ン
でビジネス  ドキュ メ ン トの作成および処理に使用されています。

6. ビジネス ドキュ メ ン ト に埋め込まれているデータ文字列 （"ABCDEFGHI"） を

取得して、 すべて小文字に変換します。

7. 応答のドキュ メ ン ト を作成してから、 要求のドキュ メ ン ト に指定されていた
のと同じサービス品質設定を指定します。

8. コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト  ID および会話を設定してから、 ドキュ メ
ン ト を  Partner 1 とい う名前のト レーディ ング  パートナへ送信します。
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